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概  要 

 

低温プラズマを用いると高い化学反応性を得ることが広く知られている。 

高温炉や液相などを用いても似た様な化学反応を起こすことができるが、低温

プラズマを用いることによりそれら以上の価値を持った化学反応を起こすこ

とができる。低温プラズマのもっている可能性を様々な分野の応用へと引き出

すための研究を行っている。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

熱プラズマは熱容量が大きいことから、核融合技術、溶射や切断処理などに

用いられている。低温プラズマは化学的高活性、低ガス温度などの特徴を活か

して、主としてプラズマ中での化学反応を利用しており、大気圧中でも利用が

可能である. 

本技術の 

有用性 

低温プラズマにより異方性のもつ微細な材料加工を実現している。また、 蛍

光灯など光への エネギー変換効率を高めることで成功している。近年では、

低温プラズマ を生体医学に利用する可能性も出てきており、プラスチック、

生体材料の表面処理、分析、殺菌などへの応用が期待されている。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

    

 

適用可能製品 半導体プロセス、プラスチック、生体材料の表面処理など 
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誘導性プラズマ 窒化ガリウムの発光の様子  CNTsの溶媒内での分散の様子 


